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          あ き る 野 市 教 育 委 員 会 ８ 月 定 例 会 会 議 録 

 

１ 開 催 日   平成２４年８月３１日（金） 

 

２ 開 催 時 刻   午後２時００分 

 

３ 終 了 時 刻   午後４時３３分 

 

４ 場 所   あきる野市役所 ５階 ５０５会議室 

 

５ 日 程   日程第１ 議案第１９号 平成２５年度使用教科用図書（特別支援

学級教科書）の採択について 

           日程第２ 議案第２０号 平成２４年度あきる野市教育委員会所管

予算（第２号補正）について 

           日程第３ 議案第２１号 平成２４年度あきる野市教育委員会の権

限に属する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価（平成２３年度分）報告

書について 

           日程第４ 議案第２２号 あきる野市公民館の設置及び管理に関す

る条例 

           日程第５ 議案第２３号 あきる野市体育施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例 

           日程第６ 報告事項（１）平成２３年度あきる野市学校評価報告書

のまとめについて 

           日程第７ 報告事項（２）あきる野市学校給食センター整備計画策

定委員会設置要領について 

           日程第８ 報告事項（３）あきる野市図書館障害者サービス機材貸

出要領について 

           日程第９ 協議事項（１）教育長課題提起「学校支援体制整備につ

いて」 

           日程第１０ 教育委員報告 

 

６ 出 席 委 員   委 員 長     古 田 土 暢 子 

           委員長職務代理者     山 城 清 邦 

           委      員     田野倉 美 保 
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           委      員     丹 治   充 

           教 育 長     宮 林   徹 

 

７ 事務局出席者   教 育 部 長     鈴 木 惠 子 

           指 導 担 当 部 長     新 村 紀 昭 

           生涯学習担当部長     山 田 雄 三 

           教 育 総 務 課 長     佐 藤 幸 広 

           教育施設担当課長     丸 山 誠 司 

           学 校 給 食 課 長     小 林 賢 司 

           指 導 担 当 課 長     千 葉 貴 樹 

           生涯学習推進課長     関 谷   学 

           公 民 館 長     岡 野 要 一 

           スポーツ推進課長     木 下 義 彦 

           図 書 館 長     松 島   満 

           秋川キララホール館長   平 野 泰 弘 

           指 導 主 事     梶 井 ひとみ 

           指 導 主 事     加 藤 治 紀 

 

８ 事務局欠席者    

           国 体 推 進 室 長     橋 本 恵 司 
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開会宣言   午後２時００分 

 

委員長（古田土暢子君） 

   皆様こんにちは。それでは、ただいまからあきる野市教育委員会８月定例会を開催いた

します。 

   本日は教育委員全員が出席しており、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３

条第２項に規定する定足数に達しておりますので、会議は成立しております。 

本日傍聴の希望がありますので、許可したいと思います。 

事務局は国体推進室長が欠席しております。 

それでは、議事日程に従って会議を進めたいと思います。 

   まず、会議録署名委員の指名については、丹治委員と山城委員を指名します。 

   それでは、議事に入りたいと思います。 

日程第１ 議案第１９号平成２５年度使用教科用図書（特別支援学級教科書）の採択に

ついてを上程します。 

   提出者は説明をお願いいたします。 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   議案第１９号平成２５年度使用教科用図書（特別支援学級教科書）の採択についての議

案を提出します。 

指導担当部長より説明いたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   指導担当部長。 

指導担当部長（新村紀昭君） 

   それでは、議案第１９号、説明いたします。提案理由でございます。平成２５年度使用

教科用図書（特別支援学級教科書）の採択について、委員会の承認を求めるものでござい

ます。これにつきましては、小中学校の特別支援学級で、特別な教育課程を編成している

場合、学校教育法附則第９条、同法施行規則第１３９条の規定により、教科により当該学

年用の文部科学省検定済み教科書を使用することが適当でないというときには、当該学校

の設置者の定めるところにより、他の適切な教科書を使用することができることとなって

いるものに基づくものでございます。 

   １枚おめくりいただきますと、平成２５年度特別支援学級使用教科書の一覧ということ

で、小学校、そして中学校の順に書いてございます。各特別支援学級を設置している学校

のほうから、平成２５年度使用教科書として、これらの一般図書を教科書として採択した

いという旨のものが出てございます。 

   よろしくご承認のほどをお願い申し上げます。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。 

   何か質問などございますか。 
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   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   昨年、２４年度の教科書、この扱われている教科書と、大半が同じであると思いますが、

特に変わった教科書がありましたか。 

指導担当部長（新村紀昭君） 

   特段学校のほうから聞いてございませんので、発達段階に応じて、昨年度使っているも

のを、次の年度で使うような形、発達段階で使うような形で申し受けております。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかにはいかがですか。 

   田野倉委員。 

委員（田野倉美保君） 

   各学校から使用したい教科書が上がってくるというのは、特別支援学級については学校

によって使っている教科書が異なるということですか。 

指導担当部長（新村紀昭君） 

   これにつきましては、児童生徒の障害の種類、程度、能力特性に最もふさわしい内容、

例えば文字であるとか、挿絵であるとか、その表現、あるいは取り扱う題材、そういった

ものによって採用することになっております。使用することになっておりますので、そう

いった個々の児童生徒の特性に合ったものということで出してございます。したがいまし

て、学校ごとによって使う教科書は違うということもありますし、場合によっては同じも

のも使用するということでございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   質問などがないようですので、質疑を終了いたします。 

   議案第１９号平成２５年度使用教科用図書（特別支援学級教科書）の採択については、

原案のとおり承認することに異議はございませんか。 

《異議なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   異議なしと認めます。 

   議案第１９号平成２５年度使用教科用図書（特別支援学級教科書）の採択については、

原案のとおり承認されました。 

   続きまして、日程第２ 議案第２０号平成２４年度あきる野市教育委員会所管予算（第

２号補正）についてを上程します。 

   提出者は説明をお願いします。 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   議案第２０号平成２４年度あきる野市教育委員会所管予算（第２号補正）についての議
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案を提出いたします。 

   教育部長より説明をいたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育部長。 

教育部長（鈴木惠子君） 

   議案第２０号について説明させていただきます。 

   提案理由でございます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定によ

り、平成２４年度あきる野市教育委員会所管予算（第２号補正）について、委員会の意見

を求めるものでございます。 

   学校教育関係は私から、生涯学習関係は山田部長からご説明させていただきます。なお、

資料の説明欄に今回から括弧内に補正理由等記載してございますので、主なものについて

説明させていただきます。 

   初めに、歳入でございます。１５都支出金、０３委託金、０５教育費委託金、総額で１

５３万３，０００円の減額でございます。内訳といたしまして、スポーツ教育推進事業委

託金１００万円の減額でございますが、こちらのほうは、２４年度に当たりまして、昨年

度に引き続き前田小学校、秋多中学校の２校をスポーツ教育推進校の指定を受けるために

東京都教育委員会に推薦をしたところ、東京都から最終年度である２４年度には、新規校

を優先して審査したという理由から、本市においては該当しないという決定がございまし

た。そのため全額を減額するものでございます。 

   次に、理科教育指導力向上事業委託金１３万４，０００円の減額につきましては、東京

都委託金の額が決定をいたしましたので、決定額に応じて減額するものでございます。な

お、指定の学校は東秋留小学校でございます。 

   次に、学校と家庭の連携推進事業委託金３９万９，０００円の減額につきましては、当

初２校を見込んでいたところですが、東中学校の１校のみとなりましたので、１校分を減

額するものでございます。次をおめくりください。 

   歳出になります。１０の教育費、０１教育総務費、０２の事務局費、総額で４２２万６，

０００円の減額になります。こちらのほうは小規模学校対策事業経費で、スクールバスの

運行委託料が指名競争入札により差額が出ましたので、契約差金ということで減額をいた

します。 

   それから、０３の教育指導費、先ほど歳入のところで説明をさせていただきましたもの

でございます。 

   それから、０２小学校費、そのうちの０２の教育振興費、その２段目になります小学校

コンピュータ教育経費２１９万２，０００円の減額でございますが、こちらのほうもパソ

コン等の移設業務委託料、こちらは小宮小学校からほかの学校へ移設したもの、またパソ

コン等の借上料、こちらのほうは５校の借り上げをしたものの契約の差金でございます。

その下の段になります。小学校国際理解教育経費、講師派遣委託料２４０万２，０００円

の減額でございますが、こちらのほうも指名競争入札による契約差金でございます。 

   次に、０３中学校費、０２の教育振興費、中学校国際理解教育経費１７５万９，０００

円の減額でございますが、こちらのほうも先ほどと同様競争入札による契約差金でござい
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ます。 

１行あけまして、０４の学校整備費、こちらのほうは１，９５３万６，０００円の増額

でございます。こちらのほうは、２５年度、２６年度、２カ年で全小中学校の普通教室、

特別教室のエアコンを整備するという計画に基づきまして、今年度については、２５年度

の中学校の整備の準備のため、設計委託料としてこの金額を増額するものでございます。

普通教室エアコン設置の設計委託料が１，３０２万円、それから特別教室のエアコンの設

置工事設計委託料が６５１万６，０００円となります。 

   それから、そのページの下の段、０６の学校給食費でございます。０１給食総務費、２

行目になります給食センター管理業務経費（秋川）、こちらの５４８万３，０００円の増額

でございますが、第１センターと第２の施設につきまして、第１が昭和４５年、第２が昭

和５１年の建設で、新耐震基準に適合していない施設であるために早急に診断が必要だと

いうことによる増額でございます。 

   その下の段は、同じく五日市の給食センターの施設につきまして、３２４万３，０００

円の増額でございますが、こちらのほうは昭和４７年建設の建物でございます。同じく診

断をするということの補正でございます。 

学校関係につきましては、以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   それでは、続きまして、社会教育費、０４の社会教育費、０５図書館費をごらんくださ

い。総額で１，８０１万８，０００円の増額、３つありますけれども、一番上です。図書

館、中央図書館運営管理経費でございまして、図書館非常勤職員社会保険料４万３，００

０円につきましては、これにつきましては、社会保険料率が変更になったために、該当す

る嘱託員の保険料が増額になったために補正をするものでございます。 

   続きまして、図書館システム借上料、これについては、中央図書館の追加機器と、ＩＣ

用のアンテナ、カウンター用端末機器等々でございますが、このリース期間を当初２年６

カ月で見ていたものを５年に変更したためリース料が安くなったということで、そのため

に契約差金が出ました。１８８万６，０００円の減額になります。締めて１８４万３，０

００円の減額補正ということになります。 

   続きまして、その下でございます。図書館所蔵資料整備事業経費、こちらは緊急雇用創

出事業でございます。これにつきましては、旧五日市町で所蔵していた図書のうちバーコ

ードのチェックデジットのない図書について、チェックデジット付のバーコードに張りか

えるよう、管理運営上行うものでございます。作業員７人、うち新規雇用６人、こちらは

緊急雇用でございますので、ハローワークで募集をするという内容になっております。そ

れが８８３万４，０００円の内訳でございます。 

   続きまして、その下、地域資料デジタル化推進活用事業経費、こちらも緊急雇用創出事

業でございます。この事業については、深沢家文書の図書の部のうち、自由民権の分、約

３万１，０００コマにつきましてデジタル化を行いまして、永久保存可能な管理をしたわ

けです。それとともに、デジタルアーカイブにより公開していくというような目的でござ

います。作業員については１０人で、うち新規雇用９人、こちらもハローワークで募集を

して雇用を図るということでございます。 
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   続きまして、その下でございます。０７秋川キララホール運営費、まず上の段、秋川キ

ララホール維持管理経費、これについては、修繕料、まず１６５万６，０００円につきま

しては、緊急修繕が年度当初出ましたので、不足する額について補正をするものでござい

ます。 

   続きまして、キララホールの天井補強工事１９９万５，０００円及びトイレ改修工事４

８万３，０００円について、こちらも緊急性があるということで補正をさせていただいて

おります。締めて４１３万４，０００円を増額するものでございます。 

   その下、秋川キララホール運営管理経費につきましては、キララホールの訴訟がありま

して、それがここで裁判が結審されましたので、弁護士委託料等３１万６，０００円につ

いて新たに発生したために補正を組むものでございます。非常勤嘱託員社会保険料と合わ

せて３２万２，０００円でございます。 

   以上でございます。よろしくご審議のほどお願いします。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。何か質問などございましたら、お願いいたします。 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   ３点ばかり質問します。スポーツ教育推進事業委託金が東京都のほうで新規校だけとす

るということで２校採択されなかったので減額ということなんですけれども、そうした東

京都の方針というのがいつごろ判明したのでしょうか。それから、当て込んで使ってしま

ったというようなことは、予算を執行してしまったというようなことはないかと思うんで

すが、都の方針がいつごろ示されたのかということ。 

それから、もう一つは、給食センターの耐震調査が行われるようですけれども、給食セ

ンターに関しましては、将来計画を考えるプロジェクトが進んでいると思うんですが、そ

れとの関係がどうなっているのでしょうか。それから、エアコンの設計委託料なんですけ

ど、これは設計委託料というのは、市の場合は随意契約なんでしょうか。それとも、指名

競争でされるのか。 

   それから、もう一つ、給食センターの耐震終わってないということなんですけれども、

教育委員会が管理する建物、学校は全部終わっていますけれども、学校以外の教育委員会

が管理する建物で、耐震調査も終わってないという建物がほかにもあるのでしょうか。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   指導担当部長。 

指導担当部長（新村紀昭君） 

   スポーツ教育の推進事業経費のことについてお答えいたします。これにつきましては、

平成２４年度の申し込みを２３年度中に行いまして、東京都のほうでは、該当校何校とい

う多分数があるんだと思うんですが、それに対して手を挙げた応募校が、どれぐらいあっ

たのかというのは詳細にはわかってございませんが、その中で、精査した中で、先ほど教

育部長が申し上げたような新規校が多かったということで、その学校を優先したというよ
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うに聞いてございます。詳細には、ちょっと何校の手が挙がって、何校になったというこ

とはわからないので、申しわけございませんが、そういった形でございます。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   東京都の予算枠ということですね。 

指導担当部長（新村紀昭君） 

   そうですね、予算枠の中でということです。当て込んで先に使ったということはござい

ませんので。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育部長。 

教育部長（鈴木惠子君） 

   給食センターにつきましては、老朽化が進んでおりますので、３カ所の給食センターを

１カ所に集約して、新たな給食センターを整備するということで、今年度運営方法や設備

等、配置等検討しているところでございます。しかしながら、用地の問題等から新しい給

食センターの稼働が数年先になるということが見込まれますので、給食一日も中止をする

ということはできませんので、現在稼働している施設が新耐震基準に適用していないとい

うことから、診断を実施して、その状況に合わせて最小限の工事をしていく必要があると

いうことでございます。 

   それから、エアコンの関係でございますが、設計につきましては競争入札に付します。

あと教育委員会関係の耐震については、給食センター以外は全て診断は終了しております。

特に学校の耐震は避難所になるということがありましたので、より耐震基準を上げて工事

をいたしましたけれども、センターについては統合という方向が出ておりますので、最小

限で、できれば診断の結果、補強の必要がないという結果が出ればいいというふうには考

えております。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかにいかがでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   質問などがないようですので、質疑を終了いたします。 

   議案第２０号平成２４年度あきる野市教育委員会所管予算（第２号補正）については、

原案のとおり承認することに異議はございませんか。 

《異議なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   異議なしと認めます。 

   議案第２０号平成２４年度あきる野市教育委員会所管予算（第２号補正）については、

原案のとおり承認されました。 

   続きまして、日程第３ 議案第２１号平成２４年度あきる野市教育委員会の権限に属す
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る事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（平成２３年度分）報告書についてを上程し

ます。 

   提出者は説明をお願いします。 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   議案第２１号平成２４年度あきる野市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価（平成２３年度分）報告書についての議案を提出いたします。 

   教育部長より説明いたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育部長。 

教育部長（鈴木惠子君） 

   議案第２１号について説明させていただきます。 

   提案理由でございます。地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づくあき

る野市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、あ

きる野市教育委員会事務点検及び評価実施要項の規定に基づき、平成２３年度分の事務の

管理及び執行の状況の点検及び評価を行い、別紙のとおり報告書を作成したので、委員会

の承認を求めるものでございます。 

   概要につきましては、教育総務課長より説明させていただきます。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育総務課長。 

教育総務課長（佐藤幸広君） 

   それでは、平成２３年度分の点検及び評価についてご説明させていただきます。 

   まず、初めに昨年度との相違点でございます。昨年度までは単年度計画に対する点検及

び評価を実施しておりましたが、平成２３年度からは３カ年の教育基本計画を策定いたし

ましたので、今回につきましては、この教育基本計画に基づく点検評価の初年度というこ

とになります。点検及び評価の方法についてでございますが、基本的な事項は、あきる野

市教育委員会事務点検及び評価実施要項に基づき実施しております。まず点検につきまし

ては、教育基本計画における１５０の推進計画を対象として実施いたしまして、推進計画

における２３年度の実施計画について、実施できたか、できなかったかを中心とした取り

組み状況の点検を行い、その状況に応じて、今回から５段階の評価を実施しております。 

   また、この取り組み状況を踏まえて、次年度以降の実施計画と照らし合わせた今後の方

向性について４段階の評価をいたしております。評価につきましては、重点項目別評価と

いうことで、教育基本計画における１２の重点施策に、国際理解教育の推進、学校施設設

備の整備、生涯学習活動への市民参加の推進、文化財の保護と公開活用の推進の４つの基

本施策を加えました１６の施策について実施いたしておりまして、評価対象施策における

各推進計画の点検を踏まえて、課題の検討を行い、その課題への対応として今後の方向性

を明らかにいたしております。 

   なお、この報告書の案でございますが、点検評価有識者２名の方の意見も踏まえたもの

となっております。 
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   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明は終わりました。 

   これから質疑に入ります。何か質問がございますか。 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   読ませていただきまして、幾つか感想を持ちましたので、述べさせていただきます。 

   昨年とはすっかり変わった報告書になりまして、昨年度に比べてはっきり言えることが

わかりやすくなったということが言えるかと思います。１５０の項目にわたって点検する

のは本当に大変なことだったと思いますけれども、大変ご苦労さまでした。ただ、今後の

ことを考えた場合に、幾つか気がついた点がありますので参考にしていただければと思い

ますけれども、ＡＢＣＤＥの評価、５段階でされておりますけれども、Ｃがおおむね計画

どおりできた、Ｂが計画よりできた、Ａが計画以上にできた、このＡＢＣを含めますと、

ほぼ行政の目標とするところが達成されたというふうにして考えますと、１５０のうち約

九十五、六％はＣ以上ということですので、１つの観点としては行政が順調に進んでいた

というふうな評価ができると思いますけれども、片や自己評価ですから、その辺が一般的

な話として受けとめていただきたいんですけれども、評価が高過ぎるという評価を受ける

ことも、外形的には外からあることも考えられるんではないかなと思います。特にＤとＥ

の一部には、震災の影響によってできなかったということも入っているようですので、行

政内部の調整不足、あるいはミス等によってできなかったということは、それがほとんど

ないということになりますので、そのＣ以上の評価はぐんと上がるということになると思

います。 

   そこで、自己評価を行う場合のＡＢＣＤＥの評価の仕方というのが実際どうだったのか

なというところが問われる場面もあるのではないかなというふうに思います。自己評価で

すから、担当のセクションがなさるんでしょうけれども、もし可能ならば、複数の目によ

るダブルチェックといいましょうか、クロスチェックといいましょうか、そういったこと

も今後は必要になってくるかもしれませんし、ＡＢＣＤＥとする、判定をする上での客観

的な内部基準といいましょうか、自己基準といいましょうか、そういったものもやはり客

観的な基準というのが今後は必要になってくるのではないかなというふうに思います。 

   それから、こういった報告書は一般の方が読むということが前提だと思いますので、で

も以前に比べてかなり専門的用語が少なくなってきまして、やむを得ず使う場合にも説明

がつけられたりしまして、大変一般の方でも読みやすいものになってきたとは思いますけ

れども、その方向に向けては、もう少しまた努力をお願いしたいなというふうなところで

ございます。 

   とりあえず以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかの皆さん、いかがでしょうか。 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 
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   大変な事務事業が行われているというようなことで、改めて教育委員会の取り組み、事

務事業、それぞれ一つ一つ大事なものであり、重要であると思います。その点検評価をし

ていただいている中で、今現在資料をお持ちじゃないかもしれませんので、わかる範囲内

で結構です。例えば基本施策１、今現在大変話題になっておりますけれども、いじめ・不

登校ゼロへの挑戦、そういった中で、４番目の教育相談所の充実ということで、これなど

についても事務事業が行われておりますけれども、今年度新たに相談員及び臨床心理士等

を配置していった中で、例えばこの電話による相談件数などが年間どのぐらいなのか、今

現在資料がありましたらで結構ですけれども、恐らく膨大な数になるんじゃないかと思い

ますけれども。 

委員長（古田土暢子君） 

   指導担当課長。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   ２３年度の３月時点で、大体１，２３０件、その中でも来庁相談が１，１００、電話相

談が１３０というような数字です。 

委員（丹治 充君） 

   これら１つの事務事業から察しても、役所の前通りかかりますと、大分遅くまで電気も

ついていますし、そういった意味ではかなり夜間の相談業務のほうがふえてきたからなん

ですか。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   時間別の統計はとってないのでわかりませんが、そこには家庭の事情等もありますので、

６時以降であったりだとか、問い合わせするのもあるやに聞いております。また、昼間に

相談を受けるんですけれども、受けただけではなくて、それについてまとめて、後日情報

共有等図らなければいけませんので、そういった情報の整理といったことで、結構遅くま

でやっているという実態はございます。 

委員（丹治 充君） 

   今の数字をお聞きしますと、これはもう事務事業一つ一つが明確に見えてまいります。

そういった意味では、一般の方等も目に触れたときには、こういうふうに努力をされてい

るんだなと、事務事業についてもこういう内容が行われているのかなというようなことで、

さらに理解も進むのではないかと思いますので、できるだけ今のような数値的なものも入

るようであれば、入れていただいたほうが読みやすくなるのかなというふうに感じました。

感想も含めて。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかによろしいでしょうか。 

   田野倉委員。 

委員（田野倉美保君） 

   一年間にこれだけの事業をこなしていただいているのには本当に頭が下がる思いです。

確かに評価としては計画通りに達成できたかという点で自己評価しているので A と B がほ

とんどのような形になっています。ただ、私はあきる野市中学生の主張大会などを拝見し
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ますと、せっかく素晴らしい主張を中学生の方、小学生の方がしていらっしゃるのに対し

て、観客の方がすごく少ないのがとてももったいないという思いがします。確かに意義の

ある事業だと思うのでそれをもう少し効果的により多くの方に知っていただくにはどうし

たらよいのかということをもう少し考えていただければと思います。次年度にぜひ生かし

ていただけるようによろしくお願いいたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   この件についていかがでしょうか。 

   生涯学習推進課長。 

生涯学習推進課長（関谷 学君） 

   青少年委員の皆さんといろいろ会議の中で、生徒が、今ご指摘のとおり、あれだけすば

らしい主張をされているんですから、なるべく多くの人にも聞いていただいて、その発表

の内容と、あと主張している姿を見ていただこうということで、今、今年度の取り組みを

検討しております。具体的には、いろんな青少年健全育成にかかわる団体がございますの

で、その団体に審査員という形でお願いしたらどうかというような今案が出ております。

審査員として携わっていただくことによって、来場していただいて、また同じような団体、

お仲間を多く連れてきていただければ、さらにふえるのではないかというふうに思います。

そういった趣向を今回やってみようかなということで、今いろいろ準備、調査を進めてお

るところです。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかによろしいでしょうか。 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君）  

先ほどＣ以上が９７％ぐらいとかということで、誤解のないように申し上げておきたい

んですが、行政のこういった自己評価というのは、こういった行政の仕事の性質上、自己

評価が上がるのはこれは当然だろうと思うんです。というのは、事業計画自体もきっちり

討議をされて進められていますし、予算の枠はそこについておりますので、例えば会社が

何かの売り上げを来年は倍にしようとか、そういう目標設定というのは行政の場合あり得

ないと思いますので、かなり着実な事業計画が基本にありますので、自己評価が上がるの

は、別にこれは不思議でも何でもないということが前提として認識しておりますので、そ

の点はご承知ください。 

   ただ、ほかで内容としてちょっと気がついたところ、その評価ということじゃないんで

すけれど、ちょっとがっかりしたのが、学校図書館の図書標準を満たしてない学校が小学

校で４校、中学校で２校あるというのは、ちょっとこれはがっかりしたというか、驚いた

といいましょうか。たしか今年度から文科省も学校図書館の整備のための予算化をしてい

るという話を聞いておりますので、もちろんこれは地方交付税の中のことなんでしょうけ

れども、ぜひこれは早急に充実すべきじゃないかなという感想を持ちました。 

   それから、またあした新しく「一房のぶどう」が出ますけれども、このいじめに関する

教育委員会のスローガンや目標を、私たちは知っているんですけれども、一般の市民の方

は意外とまだまだご存じないんではないかと、浸透度はそれほど深くないんではないかな
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というふうな気がしますので、これはやはり我々自身もそうなんですが、あるいは学校も

含めて、あるいは地域のいろんな町内会も含めて、こうしたスローガンを掲げて、こうい

ったものを目標にして市はやっているんだということをもっともっとＰＲする必要がある

んではないかなというふうなことを、読ませていただいて感じました。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育総務課長。 

教育総務課長（佐藤幸広君） 

   今山城委員ご指摘のとおり、学校図書館の関係なんですけれども、ここで市のほうに出

す実施計画、今後３年間の実施計画というものがあるんですが、その中に今委員ご指摘の

部分がございますので、年度計画にそこを整備していくようにここで進めておりますので、

よろしくお願いいたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育部長。 

教育部長（鈴木惠子君） 

   それから、先ほど「一房のぶどう」等、市の広報等での重要施策の浸透度というお話い

ただきました。このことについては今後の課題と思っておりまして、今年度市のホームペ

ージに教育委員会のホームページの充実ということで、今担当のほうで検討を進めており

ます。より具体的に拡充をしていきたいというふうに考えております。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   今評価の問題について、大変先生方に評価されていてありがたいと思います。それで、

いろいろ事業があるので、あのことだな、このことだなというふうにおわかりになってい

る部分と、１００幾つもあると、この中身は何なんだろうというふうに思ってらっしゃる

先生も幾つもあると思うんですね。例えば５７ページのところを見ていただくと、基本施

策の２６、市民文化の振興、一番最初に１１０番のアーティスト・イン・レジデンス事業

の実施というのがあるんですよ。これなんかは、おわかりですか。要は、戸倉の昔の役場

のところに、毎年若き版画家で、世界中から選ばれてきた人たちが来て、３カ月ぐらい寝

泊まりしながら版画をやっているんですよ。芸術品を残しているんです。これは戸倉小学

校の目の前ですから、戸倉小学校へ行って、子供たちに版画の勉強教えたりね、ですから、

戸倉小の子供たちは毎年カレンダーに野鳥の版画だと思うんだ、あれみんな教わってやっ

ているんです。そこへ行くと、外国人が１人、それから日本人が２人の彫刻家の卵が来て、

あそこで勉強しているんですよ。先生についたりしてね。その作品を、ここの下のホール

でも、今まで何年もやってきたものが、そこで勉強した作品はいっぱいできるんですけど、

みんな倉庫の中へしまってたんですよ。もったいないから外へ出して、市民の目に触れさ

せるということで、近いうちに下のホールで展示したりします。それから、図書館の、中

央図書館の入り口のところの広いスペースのところでも張ったりしながら見てもらってい

るんですけれども、これなんかにもたまには教育委員会、近いうち３カ月も来ますから、
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その学生というか、若きアーティストがね。見に行ってみるなんていうこともいいかもし

れない。全部知ってて評価を見ているわけじゃないから。とてもすばらしい事業なんです

ね。同じようなことをほかの市町村いっぱいやってたんだけど、予算の関係で全部やめち

ゃって、あきる野だけこれ頑張ってやっているんですよ。こんなものもぜひ評価をしても

らうためには、行ってみる価値はあります。 

委員長（古田土暢子君） 

   私もご案内をいただくときには、戸倉のこちらの場所に伺って、見せていただいたり、

作者がよく説明をしてくださったり、また戸倉の子供たちの様子もお聞きすると、非常に

すばらしい子供たちだというお話も伺いまして、それであそこ自体に版画の機械がすごく

立派なのがあるんですね。こういう機械の立派なのを置いてあるところはなかなかないと、

勉強されている方がおっしゃっていましたし、とってもすばらしい、これは交流と、それ

から芸術を、私たちも見せていただく場であったと思います。ぜひ今度伺ってみてくださ

い。 

   ほかにいかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   質問がないようですので、質疑は終了いたします。 

   議案第２１号平成２４年度あきる野市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価（平成２３年度分）報告書については、原案のとおり承認することに

異議はございませんか。 

《異議なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   異議なしと認めます。 

   議案第２１号平成２４年度あきる野市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価（平成２３年度分）報告書については、原案のとおり承認されました。 

   続きまして、日程第４ 議案第２２号あきる野市公民館の設置及び管理に関する条例を

上程します。 

   提出者は説明をお願いします。 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   議案第２２号あきる野市公民館の設置及び管理に関する条例についての議案を提出しま

す。 

   生涯学習担当部長より説明いたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   それでは、提案理由をごらんください。あきる野市中央公民館の管理について、民間の

能力を活用し、住民サービスの向上と経費の縮減を図ることを目的に指定管理者制度を導
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入し、効率的かつ効果的な管理運営を行うため、あきる野市公民館の設置及び管理に関す

る条例の全部を改正する必要が生じたので、別紙のとおり委員会の承認を求めるものでご

ざいます。 

   それでは、１ページをお開きいただきまして、前文を見てください。それでは、全部改

正の内容についてご説明させていただきますが、まずその前に、条例を読みとく上で関連

する件について挙げさせていただきますが、この公民館の条例改正につきましては、先ほ

ど提案理由でご説明させていただいたとおり、指定管理者制度の導入をするために、条例

がその制度にかなうような改正を今回はするものです。そのときに、公民館の仕事はいろ

いろございます。今回指定管理を公民館の、今やっている公民館の仕事のうち、業務につ

いて、どの部分をするんだと、全部じゃございませんので、ご存じのとおり、公民館、体

育館と建物が一体の施設になっておりまして、要は光熱水費、水道とか電気とか、または

そういうボイラーとか、そういうものが一体施設となっております。したがって、そうい

ういわゆるハードの管理、メンテナンスについては、体育館の施設と切り離すことはでき

ませんので、一体的に公民館の建物部分のメンテナンスの業務を指定管理にするというの

が１つです。 

   もう一つは、公民館の窓口業務で、市民目線に立つと、体育館の窓口と１本にしたほう

が市民サービスの向上が図れるという観点から指定管理の範囲とする、業務の範囲とした

い。したがって、公民館のものについては、本来の事業、市民解説員とか、寿大学とか市

民講座とか、そういう本来の生涯学習の拠点となる事業そのものについては、引き続き直

営として市役所がやっていくということになります。したがって、公民館事業のうちの一

部、ハード部門のメンテナンスの部分と窓口業務を指定管理の範囲としたいというような

発想があって今回条例改正をするものでございます。済みません、ちょっと外れるんです

けれども、条例改正をやることの上でご理解いただきたいと思います。 

   それでは、全部改正の内容についてご説明させていただきます。１枚目として、今申し

上げたとおり、指定管理者制度を導入できるように規定を整備するものです。したがって、

例えば使用料の改定など、市民に不利益となるような改正は行っておりません。２番目と

して、条例改正に当たり、指定管理者制度を導入している他の施設の設置管理条例、例え

ば後でご説明しますけど、体育施設の管理条例とか、ルピアですね、そういう今まで指定

管理をしている施設の条例等との整合を図る観点から、本条例施行規則や運用規則で規定

していた条項について、格上げして条例で規定し直すということがあったため、いわゆる

追加規定が多くなりましたので、わかりやすさという観点から一部改正ではなく全部改正

とさせていただいたところでございます。 

   続きまして、条例の構成につきましては、第１条、第２条は、公の施設の設置に関する

条項でございます。第３条から第２３条までが管理運営に関する条項となっておりますが、

このうち第１９条から第２２条までが指定管理に関する条項となって、新たに追加してご

ざいます。 

   それでは、改正になった条項を中心にご説明をさせていただきます。まず初めに第３条、

管理についてご説明します。第２項に、公民館の管理について、指定管理者に行わせるこ

とができるという規定を設けさせていただいております。 
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   第４条、事業。第５条、休館日。第６条、開館時間につきましては、市の指定管理者制

度を導入している施設の条例との整合を図ることから、条例施行規則で規定していたもの

をこの条例で規定をするものでございます。このうち第５条、休館日、第１項第１号のた

だし書きで、祝日も休日とはしないで、開館する旨規定をさせていただいております。今

のところ現行では公民館については、祝日については休館日ということで運用しておりま

すが、来年この条例ができれば、来年４月からになりますけれども、祝日も開館をすると

いうことになります。 

   第７条、使用期間から第１３条、施設の変更等の禁止までの条項は、条ずれによる変更

が生じますが、内容等につきましては従前のとおりでございます。 

   おめくりいただいて第１４条です。第１４条、使用者等の遵守事項及び第１５条、入場

者の制限につきましては、こちらも他の条例との整合の観点から、新たに規定をさせてい

ただいています。 

   第１６条、使用承認の取消し等から、第１８条、損害賠償の義務までにつきましては、

条ずれによって変更は生じますが、先ほどと同様、内容につきましては従前のとおりでご

ざいます。 

   次の第１９条、指定管理者が行う業務から第２２条、準用規定までにつきましては、い

ずれも新規に追加した条項で、指定管理者に関する規定を内容としております。まず第１

９条は指定管理者が行う業務を規定し、第２０条は指定管理者の指定の手続を規定してお

ります。また、第２１条は、利用料金について規定しております。その第１項では、利用

者が指定管理者に使用料金を納めるという利用料金制を規定しています。第２項では利用

料金の額の定め方について、第３項では利用料金の減免について、第４項では利用料金は

指定管理者の収入とすることについて、それぞれ規定をしております。 

   第２２条、準用規定につきましては、指定管理者が管理を行う場合について重要な規定

でございます。指定管理者が管理を行う場合、管理運営上必要な条例の規定上委員会とあ

るのは、指定管理者と読みかえる旨規定しております。また、休館日、開館時間、利用時

間などの規定を変更するなどの場合には、指定管理者は教育委員会の承認を得ることとす

る旨規定をしております。 

   続きまして、附則第１項、施行期日につきましては、指定管理者制度導入予定の平成２

５年４月１日と規定をいたしました。附則第２項の準備行為は、条例施行前に指定管理者

の指定及びこれに関して必要な諸手続を行う必要があるため、規定したものでございます。 

   別表等については、改正前と同様でございます。 

   ご説明につきましては以上でございます。よろしくご審議いただきますようお願いいた

します。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。 

   何か質問などございますか。 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 
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   教えていただきたいんですけれども、指定管理者に対しては一定の委託料をお支払いす

るわけですよね。それと、指定管理者は、施設等附帯設備等の維持管理に関することは指

定管理者の仕事となっていますので、指定管理者は、市からの委託料と、それから利用料

金をもってこの建物の維持管理に当たるということになるんですよね。それと、もう一つ、

使用申し込みは指定管理者が受け付けることになるんでしょうけれども、この１４、１５、

１６あたりの遵守事項のことだとか、制限だとか、取り消しということは委員会がすると

いうことになりますと、この辺の事務的な流れ、あるいは考え方というのは、どういうふ

うにして整理して考えたらいいのかなというのは、ちょっとわからないんで教えてくださ

い。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   まず、指定管理者には指定管理の委託料ではなくて指定管理料ということで、一定の市

が管理運営していく上で必要な経費については計算をして、試算をして指定管理者と協議

をして、その分をお支払いする。基本的な部分で管理して、運営をする部分の基本額をお

渡しするという考え方です。それとあと、使用料とかという絡みについては、今回は利用

料金制をとっておりますので、例えば公民館の場合ですと、会議室の使用料だとか、それ

については指定管理者の収入となりますから、指定管理料との関係では、その収入を差し

引いた額、差し引いた額をお渡しすると、歳入部分を差し引いたものをお渡しするという

ような計算で行っております。 

   次に、条例の第１４条、１５条、１６条、これについては、委員会ではなくて、１４条、

１５条、１６条については、管理運営していくために必要な事項でして、指定管理者が実

際管理する上で必要な条項として挙げておりまして、これに基づいて指定管理者が行うと

いうことで、これ主語は委員会となっておりますけれども、２２条の準用規定の中で、１

４条から１６条まで、２２条を今見てるんですけれど、上から５行目ですか。１４条から

１６条まで並びに１７条２項の規定中、委員会とあるのは指定管理者と読みかえるという

ことですから、例えば１５条の入場者の制限を見ると、第１５条、委員会は次の各号のい

ずれかに該当するものに対し行う、入場禁止する云々と書いてあるんですけど、これを指

定管理者はということで読みかえることに、準用規定がしておりますので、指定管理者自

体が自分で行えるという条文でございます。 

   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   わかりました。そうすると、２つまたさらに質問したいんですけれども、例えば公民館

の建物が相当傷んで大規模な改修を行わなければならないというふうな場合には、指定管

理料、なおかつ利用料を差し引かれたものでは賄い切れないものになるでしょうから、そ

のときには市の財政が出動することになるんだろうと思うんですけど、それでいいのか。
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それとも、指定管理料の中には、ある程度将来的な大規模な修繕あるいは塗装だとか、あ

るいは機械のボイラーの入れかえだとか、そういったところを見込んだものをお渡しして、

それでやってくれというのか、多分、長期にわたる指定管理じゃないでしょうから、そう

いうことはないと思うんで、何かあるときには市の財政が出動するのか。 

   それから、もう一つは、例えば入場者の制限だとか取り消しというようなことが、これ

普通指定管理者でなければ一種の行政処分みたいなことで、例えば行政訴訟の対象だとか、 

国家賠償の対象だとかということになるんだろうと思うんですが、その辺の、例えば制限

されただとか、取り消しされた分について異議申し立てがあった場合には、どういうふう

な流れで処理することになるのか。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   １つ目の修繕の関係につきましては、小規模修繕というか、指定管理料の絡みでいきま

すと年間２００万円ですね、一定の額を小規模修繕として１件５０万円以下の修繕につい

ては、指定管理料に含めた２００万円の中から計画的に使うというような取り決めをする

ことになると思います。 

   あと大規模修繕ですよね、それを超えるものについては、市の予算で指定管理者と協議

を行いながら市が負担して行うというようなことになると思います。次に非常に難しい話

かなと思うんですけど、基本的には指定管理者に管理と運営を法律に基づいてお任せをし

ておりますが、訴訟が起こされた場合について、その辺やはり、指定管理者の非常に重大

な過失とか、そういうこともフォローしなければいけないんでしょうけど、基本的に被害

をこうむった、訴訟を起こした側で、市または指定管理者、どちらでもまずは選択できる

という考え方をとったほうがいいというふうに思ってますけども。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   そうなんでしょうね、きっと。委託しているんですから、委託した元を訴えるか、委託

をして実務をやっているところを訴えるかというのは、訴えるほうの選択になる、あるい

は両方を訴える。訴訟技術としたら両方訴えればいいんでしょうけど。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   今おっしゃったような形になるのかなとは思いますけど、済みません、この点について

は、ちょっともう少し勉強させていただいて、次回の教育委員会でお答えさせていただく

ということでよろしいでしょうか。 

委員長（古田土暢子君） 

   山城委員、よろしいですか。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   はい。 

委員長（古田土暢子君） 

   よろしいですか。 
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   ほかによろしいですか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   質問などがないようですので、質疑を終了いたします。 

   議案第２２号あきる野市公民館の設置及び管理に関する条例は、原案のとおり承認する

ことに異議はございませんか。 

《異議なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   異議なしと認めます。 

   議案第２２号あきる野市公民館の設置及び管理に関する条例は、原案のとおり承認され

ました。 

   続きまして、日程第５ 議案第２３号あきる野市体育施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例を上程します。 

   提出者は説明をお願いします。 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   議案第２３号あきる野市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついての議案を提出いたします。 

   細部については、生涯学習担当部長から説明いたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   それでは、提案理由でございます。公の施設である秋川体育館の管理を指定管理者に行

わせるため、規定を整備する必要が生じたので、委員会の承認を求めるものでございます。

これにつきましても、先ほどと同様ご説明させていただきますと、体育館につきましては、

指定管理の範囲については、全部ということです。全部市が行っていた管理運営について

指定管理者にお任せをするという考え方でございます。 

   それでは、また条例案を見ていただきまして、あきる野市体育施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例でございまして、この条例の別表第２中、五日市ファイン

プラザを秋川体育館、五日市ファインプラザに改める。別表に秋川体育館を加えることに

よって指定管理ができるということになります。言い方が逆になりました。別表に掲げる

施設は指定管理をしてもいいよという規定がありまして、その別表に秋川体育館を加える

ことによって指定管理ができるようになります。そのためこういう改正をしますというこ

とでございます。 

   附則でございます。施行期日、この条例は平成２５年４月１日から施行する、ただし、

次の規定は公布の日から施行するということでございます。２項の準備行為については、

先ほど公民館の関係でご説明したとおりと同様でございます。 

   以上でございます。よろしくご審議のほどよろしくお願いいたします。 

委員長（古田土暢子君） 
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   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。 

   何か質問などございますか。 

   田野倉委員。 

委員（田野倉美保君） 

   本当に一般的な感想なのですが、次々に公的な施設が市の直営から指定管理に代わって

いっていますよね。それについて何か上手くいかない点ですとか、やはり市でやっていた

だいた方が良かったのにというような意見は出ていないものなのでしょうか。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   私生涯学習担当部長ですので、市役所全体では幾つかございますけれども、ファインプ

ラザ、体育館ですね、あと市民プールとルピアなんですけれども、この３カ所を今のとこ

ろやっていて、やはり直営方式のほうがいいなと聞いたのは、今のところないです。そも

そも指定管理をしようというふうに決定するには大きく２点があって、まずは市民サービ

スが向上できるかどうかという観点と、あとはそれをすることによって経費の縮減が図れ

るのかどうかという大きく２点です。これを検討した上で、経営会議に諮って、市の方針

として決定していきます。私が所管する以外のものも幾つかあります。バーベキューラン

ドみたいなものとか福祉施設なんかもございます。その辺はちょっと今ご質問いただいた

個別の意見みたいなものは、私今把握し切れてございませんので、お答えできませんけれ

ども、私が所管している範囲内では、出てないということです。 

委員（田野倉美保君） 

   一般の使用者は指定管理になるとやはり市民サービスの向上というよりは経費削減とい

うものがまずはじめにあるように感じます。例えば照明をとってみても、ファインプラザ

では６コートあるうちの１コートを借りると、その１コートの上だけしか照明をつけてい

ただけません。そういった不便さを感じつつも、経費削減だから仕方ないと思って使って

います。たぶんアンケートのようなもので意見は提出しているとは思いますが、なかなか

市民の声が反映されないように感じたので質問をしてみました。 

委員長（古田土暢子君） 

   生涯学習担当部長。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   そうですね、市がやってないわけですから、市民の声が直接届かないというようなデメ

リットは確かにありますので、それを補完する意味で、今現在は定期的に事業報告を出し

てもらっていまして、その中でチェックをしていると。半年に１回会議をもって、指定管

理者の担当者側も私と同じような立場の人が集まってやります。そういう中で意見交換と

して掲げていこうということがありますので、今のご意見をその中に入れておきます。そ

れから新たにモニター制度というのを去年から始めましたので、一定のフォーマットがあ

って、今までじゃないような観点も含めて、そういうのも補完してやっていますので、さ

らに充実していくように努力しています。 
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委員（田野倉美保君） 

   よろしくお願いいたします。 

生涯学習担当部長（山田雄三君） 

   それで、ファインプラザについては、やはり先ほどおっしゃっていただいたように、ア

ンケート調査をやっていますけれど、アンケートをやったにもかかわらず、反映されてい

ないということで言わなかったんですけど、資料のほうも今後さらに入念に見てチェック

をしておきたいと思います。よろしくお願いします。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかによろしいですか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   質問がないようですので、質疑を終了いたします。 

   議案第２３号あきる野市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり承認することに異議はございませんか。 

《異議なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   異議なしと認めます。 

   議案第２３号あきる野市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり承認されました。 

   続きまして、日程第６ 報告事項（１）平成２３年度あきる野市学校評価報告書のまと

めについて。 

報告者は説明をお願いします。 

   指導担当課長。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   お手元に平成２３年度あきる野市学校評価報告書のまとめがございますので、そちらを

ごらんいただけますでしょうか。毎年度各学校が実施しているものです。本市の場合は、

重点目標を１から９、それからその他で１つ立てております。重点目標の１から９につき

ましては、こちらにお示ししてありますように、市のほうで設定をいたしまして、この重

点目標について、各学校で評価項目を１つないし２つ設定して、そして右上の評価指標、

評価ＡからＤがございますが、その指標に従って評価をし、各学校から報告をいただいた

ものをまとめたものでございます。 

   真ん中に４つの、ちょっと見づらいんですが、帯グラフと、それから折れ線グラフがご

ざいます。こちらをごらんいただけますでしょうか。一番上の目標別評価の学校数の割合、

こちらを見てみますと、重点目標の１及び２以外、つまり目標３から目標９については、

評価ＡまたはＢとしている学校が約９割以上であるといったようなことがわかるかと思い

ます。全ての項目についてはＡ、またはＢとしている学校は８割といったようなことがわ

かるかと思います。 

   それから、下の２つのグラフ、上から３番目と４番目、見ていただけますでしょうか。

上から３番目は、小学校のＡとＢの評価、またはＡと評価した学校が経年でどうなのかと
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いったものをお示ししたものでございます。一番下は、同様の内容で、中学校の分をお示

ししております。これを見ていただきますと、小学校につきましては、重点目標の８、開

かれた学校づくりについては、毎年評価が高いといったような傾向がわかるかと思います。

一番下を見ますと、中学校は重点目標の５が低い傾向にあると、その傾向は一昨年から続

いている状況です。ただ、中学校の場合は、いじめ・不登校ゼロに向けての取り組みが低

い、評価が低いといったことなんですが、より厳しく中学校では見ている。確かに不登校

が若干ふえる傾向にありますので、そういったところで厳しい評価をしているのかなとい

ったようなところが読み取れるのではないかと思います。また、全体的には、今申し上げ

ましたように、中学校は小学校に比べて評価が厳しいといったような傾向が続いているよ

うに思われます。 

   それから、取り組み目標と成果目標を意識して、各学校には２つは設定してくださいと

いうふうに昨年度は申し上げたんですが、３つ以上数値目標を設定している学校は、小学

校の場合は６割、中学校の場合は、全ての学校で設定しているといったようなことがわか

ります。ただ、全体を通じて取り組み目標を設定している学校はふえているんですけれど

も、やはりちょっと具体性に欠けている部分がございまして、また各学校における取り組

み目標の、取り組み状況の分析というか、考察の状況を見ますと、その取り組み目標の達

成度の把握といったものが十分ではないのかなといったところが昨年度見られましたので、

今年度の夏季休業中に入って、各学校訪問の中ではこの辺を指摘させていただいたところ

です。 

   それから、周りに重点目標１から９までお示ししてあるのは、それぞれの重点目標で、

各学校が設定した評価項目がどんな内容なのかといったところを分析したものでございま

す。何点かについてだけ申し上げます。 

   重点目標１の学力向上に資する授業改善については、学力の要素、これ学校教育法で基

礎的な知識、技能、学習意欲、それから思考力、判断力、表現力等々３つの学力規定がな

されているんですが、それに着目した評価項目が、昨年度４０％だったのが今年度は６０％

を超えたといったような結果が出ております。ただ、基礎的な知識、技能に関する項目に

注目したものが多くて、今求められている思考力、判断力、表現力に関する項目は低いと

いったような、低く目標をたてている学校が多いということがわかります。また、約８０％

の学校が、この重点目標を、最重点目標、２つ最重点目標を設定してくださいと学校に指

導しておるんですが、そういうふうな学校が最重点目標に設定しているといったことがわ

かります。また、各学校が立てた数値的な目標、成果目標です。成果目標２９のうち約２

割、２０％が学力の定着に着目をしている。例えば学期末のまとめのテストから評価をし

ているといったことが主に挙げられます。ただ、約８割は子供の親、それから教師の意識、

例えば学校が楽しいと感じている子供、何％いるといったような項目が多いといったこと

が挙げられます。 

   それから、昨年度から新たに重点目標の４、体力の向上、健康の保持増進にかかわる評

価項目を各学校に設定をしていただきました。そうしたところ、具体的な体力の向上や運

動の実践に関する項目が約６割近くで、いわゆる健康な生活に関する項目が９％と、低い

傾向があります。ただ、東京都の生活運動習慣等の調査結果からでは、生活習慣に若干課
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題があるといったことが読み取れましたので、そういった目標にも注目するようにといっ

たことで学校には指導をしております。 

   それから、重点目標５、いじめ・不登校ゼロに向けての取り組みですが、これに関して

評価項目の内容から読み取れたこととしては、教育相談委員会等の組織を活用した評価項

目が約１０ポイント上がっている、そういったところが見てとれました。 

   それから、最後に、重点目標の７、子どもの安心安全の環境作りについてですが、東日

本大震災の影響を受けまして、昨年度の学校が立てた重点目標７にかかわる評価項目では、

緊急時の対応にかかわる評価項目が１４％となっている、そういったところが評価項目か

ら読み取れました。 

   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。 

   何か質問などございますか。 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   貴重な資料を提示していただきましてありがとうございました。こうやって拝見したと

きに、気になるのは、例えば学校間の取り組み状況の中で、どういう形で指導をしていた

だいているのか、その辺ちょっとお聞かせいただければと思うんですが。 

委員長（古田土暢子君） 

   はい。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   先ほども少し申し上げましたけれども、毎年度夏季休業中の初め、７月下旬に私のほう

で各学校を訪問させていただきまして、おおむね３０分くらい管理職、学校によっていろ

いろなんですが、校長先生、副校長先生、それから教務主任の先生と面談させていただき

まして、今年度ですと、平成２３年度の学校評価の報告について報告を受けるとともに、

それを踏まえて平成２４年度どういった項目を設定したのかといったようなことをお話し

いただきまして、課題についてはご指摘をさせていただいて、来年度、もしくは今年度の

評価活動に生かしてもらうようにといったようなことを毎年度指導しております。 

委員長（古田土暢子君） 

   丹治委員。  

委員（丹治 充君） 

   それでは、具体的にご指導いただいた学校は、昨年度指導した点について、今年度の評

価の中では明らかに変化が見られますか。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   そうですね、やはり昨年度、前の学校評価を踏まえて、今年度に評価項目を立てていく

んですけれども、その辺いわゆるＰＤＣＡサイクルがうまく回ってない学校がありまして、

昨年度同様に特に変えずにというところでは、ご指摘をさせていただいて、評価項目を変

えたといったような学校がございます。 
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   それから、この学校評価を一部の教員でやっている学校と、組織的に取り組んで、学校

全体で取り組んでいるところといったようなところが見られましたので、そうしたところ

を指摘させていただきました。そうしたところ、組織的に取り組めている学校が昨年度よ

り３０ポイント上がりまして、ことしは８割以上の学校が組織的に対応したということで

成果が上がっているかなというふうに思っております。 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかにいかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   それでは、本件は報告として承りました。 

   続きまして、日程第７ 報告事項（２）あきる野市学校給食センター整備計画策定委員

会設置要領について。 

   報告者は説明をお願いします。 

   学校給食課長。 

学校給食課長（小林賢司君） 

   それでは、あきる野市学校給食センター整備計画策定委員会設置要領についてご説明を

させていただきます。 

   ６月の定例会でもご報告をさせていただきましたが、給食センターの整備につきまして

は、今年度、昨年度に策定をしましたあきる野市学校給食センター整備検討計画に基づき

まして、従来方式、公設民営方式、ＰＦＩ方式等の比較検討を行い、運営方法、施設の規

模や配置、整備スケジュールなど、より詳細事項を専門的見地から検討するため、学校給

食センター整備に係る事業手法検討業務を委託し、これらを踏まえ学校給食センターの整

備計画を策定する予定となっております。 

   現在、プロポーザル方式により決定しました業者に委託をして作業を進めております。

整備計画の策定に当たっては、財源や環境問題等さまざまなことを検討する必要がござい

ますので、庁内の関係課の意見等を取り入れ、整備計画を策定するため委員会を設置する

ものでございます。 

   それでは、まず第１条でございますが、目的及び設置ですが、あきる野市学校給食セン

ター整備計画（以下「整備計画」という。）を策定するため、あきる野市学校給食センター

整備計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置するものでございます。 

   第２条の所掌事項でございますが、委員会は、整備計画の原案を策定し、市長に報告す

るものでございます。 

   第３条、組織でございますが、委員長に教育部長、副委員長に学校給食課長、委員につ

きましては、裏面の委員名簿のとおりとなっております。なお、会議の開催回数につきま

しては、３回か４回程度を予定しております。 

   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 



- 25 - 

 

   これから質疑に入ります。 

   何か質問などございますか。 

   よろしいでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   では、本件は報告として承りました。 

   続きまして、日程第８ 報告事項（３）あきる野市図書館障害者サービス機材貸出要領

について。 

   報告者は説明をお願いします。 

   図書館長。 

図書館長（松島 満君） 

   あきる野市図書館障害者サービス機材貸出要領についてご説明させていただきます。 

   障害者サービス機材、こちらにつきましては、昨年の２４時間テレビの収益をもとに、

あきる野市図書館で希望を出しまして提供された機材でございます。拡大読書器ですとか、

こちらに書いてございますデイジー図書再生機、これは先ほど教育委員会点検評価の中で

も注釈を加えさせていただいておりますが、デジタル録音図書の国際標準規格で、視覚障

害の方に昔はカセットテープで音訳の方が吹き込んだものを提供していたんですが、今デ

ジタルになりまして、ＣＤのようなものを、自由に再生でき、頭出しをしたりして、必要

なところを再生していくということで情報を提供できるというような、そういったデイジ

ー機材、デイジーの再生機ですね。その他各種大活字図書ですとか、さまざまな機材とか

資料をいただいています。 

   通常の図書資料等につきましては、既に図書館のほうで提供させていただいております

けれども、今回こちらで貸し出しの要領を定めさせていただくのは、デイジー図書の再生

機になります。市では、この２月から市の広報ですとか、今まで音訳の方がカセットテー

プに吹き込んでいたものをデイジー化するということで、ＣＤに入れまして、先ほどのデ

イジー再生機で聞けるような態勢を整えまして提供させていただいています。非常に便利

になっておるんですが、この再生機がまだ全ての障害を持つ方が持っている状況ではない

ということがございます。これにつきまして、あきる野市は昨年度図書館のほうで２４時

間テレビでいただきました機材を活用しまして、そういった方に提供する、そして聞いて

いただくということでサービス機材貸出要領の制定になったものでございます。 

あきる野市図書館運営規則の第１２条、これは視聴覚機材の貸し出しに関する規定でご

ざいますが、これに基づいて障害者サービスの機材の貸し出しについてこちらで定めさせ

ていただきました。障害者サービス機材、先ほどご説明いたしましたデイジー図書再生機

その他の障害者サービス機材についての貸し出しでございます。 

   貸し出しできる対象者につきましては、あきる野市図書館障害者サービス実施要綱に基

づきまして、身体障害者手帳の所持者、愛の手帳の所持者等になります。図書館のほうに

障害者登録をされた方が対象になります。貸し出し方法につきましては、図書館での窓口

で対応する形になりまして、あきる野市中央図書館、東部図書館エル及び五日市図書館で

の貸し出しになります。 
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貸出の期間及び数量につきましては、通常の図書資料と同様３週間、こちらは機材です

ので、１点の貸し出しになります。また、延長につきましては１回できる形での対応をさ

せていただきます。 

２４時間テレビのほうで寄贈いただいた機材ですが、破損等した場合には、やはり弁償

していただかなければならない状況がございますので、損害の弁償についても規定させて

いただいております。 

なお、実施につきましては、８月１日から貸し出しさせていただいておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

委員長（古田土暢子君） 

   説明が終わりました。 

   これから質疑に入ります。  

   何か質問などございますか。 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   私まったくデイジー図書再生機というのは、仕組みとか知らないんですけれども、これ

は、例えばこういう文字をＯＣＲで読むようにして、それが音声化されるんですか。 

図書館長（松島 満君） 

   そういう読み取りの機材も、別に今回２４時間テレビでご提供いただきまして、館内の

ほうで活用させていただいているんですが。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   これは再生専用機ですね。 

図書館長（松島 満君） 

こちらはカセットテープをＣＤに入れたような形で、音訳の方が読みます。それをデジ

タル編集して、どこからでも頭出しができる、見出しのところから本文のほうへ飛べると

いうような形で、ちょっと手で申しわけないんですが、このくらいの大きさのもので、Ｃ

Ｄを入れまして、簡単なボタンで呼び出しができるという形になっています。視覚の障害

を持った方にも、手で操作ができるような形でそういう情報を得られるというものです。 

委員長職務代理（山城清邦君） 

   その読み取り機のほうですと、例えば小説なら小説をコピーするように機械にセットす

れば、それが音声で聞けるようになるんですか。 

図書館長（松島 満君） 

   よみともライトというものがあるんですが、それを中央図書館のほうで配置しておりま

して、コピー機のようなものなので、本を置きますと、ＯＣＲと同じですね、音声で読み

上げる、そういう機械もございます。それも館内で利用できるようにしてございます。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   今度ぜひ見させていただきたいと思います。 

委員長（古田土暢子君） 

   田野倉委員。 

委員（田野倉美保君） 
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   今おっしゃられたデイジー図書再生機というのは、何台ぐらい用意してあるのでしょう

か。 

図書館長（松島 満君） 

   今３台ございます。再生専用機です。そのほか編集する機械がそれぞれありまして、ボ

ランティアの方に独自のＣＤをつくってもらう。例えば郷土あれこれですとか、そういっ

たものを用意いただいて、そういうものを資料として作成するという作業をしています。 

委員長（古田土暢子君） 

   よろしいですか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   では、本件は報告として承りました。 

   続きまして、日程第９ 協議事項（１）教育長課題提起「学校支援体制整備について」

ということで、教育長から提案の趣旨説明をお願いいたします。 

教育長（宮林 徹君） 

   定例の教育委員会の最後のところで、今までその時々の教育の課題について、少し勉強

し合ったり、話し合ったりするのを議案として、条例としてということではなくて、提案

をして、今まで来た経緯があります。ここしばらくなかったんですけれども、いろいろな

最近のいじめの出来事や何かが起こっている中で、学校支援体制の整備についてという、

これはあきる野市の教育委員会が進めていく重点施策の１２の中の一つにあるんですね。

学校支援体制を強化しようという、１２並んでいる、その１１番目にあるんです。１１番

目ということじゃないんですけれどね、その辺についての取り組みの、この辺で少しして

おいたほうがよろしいんじゃないかなと、こんなふうに思って、きょうたくさん議題があ

る中で、やはりその時々のタイムリーな議題でもあると思いまして、提案するわけです。 

その提案の理由は、昨年の１０月に滋賀県の大津市で中学２年生の男子が自殺した問題

は、どうもいじめとの関係があるというようなことで大きな問題になっていますし、今そ

のことで日本中、そこだけじゃなくて、ほかにも同じようなことがありますし、いじめの

問題というのは。私たちあきる野市の教育委員会は、いじめを撲滅するためにいじめ撲滅

三原則というものを掲げて、徹底的に取り組んで強化してきているところですよね。それ

ぞれの学校の教室のどこかにいじめ撲滅三原則という文字が書いてあるものを必ず掲示し

ておいて、そしてあきる野市はいじめをするやつは絶対に許さないんだという基本的なス

タンスについては、それぞれ取り組んできているわけであります。 

しかし、そうはいってもね、市民、先ほどもちょっと話がありましたけれども、そうい

う取り組みをしているけれども、なかなか一般の市民の人たちや、事によっては保護者も、

あきる野市の取り組んでいるいじめ撲滅への取り組みやいじめへの取り組みの姿を必ずし

も知ってもらってない、あるいは理解してもらってないというようなところもあるような

気がするわけです。というのは、このたびの滋賀県のいじめの問題なんかをテレビ、ニュ

ースなんかで見た市民が、あきる野はいじめのことなんか何もやってないんじゃないのと

いうような匿名の投書なんかが教育委員会に来てしまうと。本当に残念で、そんなところ

じゃないと思うんですけれども、やはり広く市民にあきる野が取り組んでいるいじめ撲滅
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への取り組みが徹底してないんじゃないか。あわせてそれは、学校にもやはり苦情が行っ

たりね、理不尽な攻撃を受けたりするようなことが学校もあるんじゃないかと思うんです

ね。 

そうすると、本来一生懸命安定して学校経営していこうとする学校の校長先生を初め先

生方がね、いたずらに何かほかのことで脅かされてしまって、そしてまともに教育活動が

展開できないとか、運営できないようなことがあったとすれば、これはこれでまたね、非

常に不幸なことなんで、やはり学校支援体制の整備というものをどんなふうにしていけば

できるか、こんなことについても考えるときが来ているんじゃないかというふうに思った

ので、委員の先生方から、このたびのいじめの問題をきっかけに、もう一回学校を支援す

る、それから学校にしっかりやってもらうためにどんな支援をしたらいいかと、そんな話

を少しここでしておいて、あきる野市においていじめられて自殺をしてしまったなんてい

うことが、ただの１件でもあっちゃいけないわけですし、だからといって、いじめがない

わけじゃなくて、いじめというのはあるのが普通で、いじめの内容がどうなのかというこ

とだと思うんですけれども、そんなことできょうはちょっと提案させていただいたんで、

先生方のご意見をお伺いしながら、学校支援体制をどんなふう整備してあげたらいいのか

なという、そんなお話を少しお聞きしたいなというふうに思います。 

   お話をさせていただく前に、していただく前に、先ごろ東京都の、この件についての都

教委のほうから、それぞれの地域の市町村でいじめの調査があったんで、あきる野もすぐ

やりましたけれども、その調査の結果が数字的に出ております。資料にもあると思います

けれども、それらの大まかな話を指導主事のほうから説明をさせていただきますから。そ

れらをひとつ参考にしていろいろお話をしていただきたいと思います。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育長から提案の趣旨について説明していただきました。 

   では、事務局から現状についてご報告をいただけますか。 

   指導主事。 

指導主事（加藤治紀君） 

   それでは、資料を配付させていただいておりますので、こちらをごらんいただければと

思います。まず資料１をごらんください。ただいま教育長のほうからお話がありましたが、

平成２４年７月１７日付で東京都教育庁のほうから、いじめの実態把握のための緊急調査

という依頼がきております。そちらを受けまして、１枚おめくりいただけますでしょうか。

資料２になりますが、本市では、市内の全小中学校でいじめの実態把握のための緊急調査

を実施することといたしました。もう一枚おめくりいただいて、資料３をごらんください。 

   各学校では、児童生徒を対象にして、こちらにございます心のアンケートを実施いたし

ました。そのアンケートの調査結果を精査しまして、必要に応じて子供から聞き取り調査

等を実施いたしまして、いじめ等の確認をいたしました。その結果が、次をごらんくださ

い。資料４になります。ごらんのとおり、本調査において、小学校２３件、中学校７件が

いじめの認知件数として報告されております。あわせまして、いじめの疑いがあると思わ

れる件数は、小学校３９件、中学校１７件でございました。この結果を受けまして、指導

室では、毎年文部科学省が行う「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
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の質問項目をもとに、１枚おめくりください。 

   資料５でございます。いじめと認知したケースの対応状況の調査を実施いたしまして、

さらにきめ細かい状況の把握に努めてまいりました。１枚おめくりください。資料６にな

ります。こちらがその調査の結果でございます。いじめのアンケート結果、きっかけとし

ては学級担任の発見、もしくは本人からの訴えという件数が非常に多いという結果がわか

ってございます。 

   資料６、裏面をごらんください。いじめの様態としましては、冷やかし、悪口が最も多

く、続いて仲間外れ、嫌なことをされる、軽い暴力が多くなったようでございます。いじ

めが深刻化していく前に、早期発見、早期解決していくことが重要であることがわかって

おります。また、いじめる児童生徒、それからいじめられた児童生徒への対応につきまし

ては、学級担任が多くの場合指導しておりまして、個々のケースの状況によってはスクー

ルカウンセラーや外部機関との連携など、組織的な対応を強化していく必要があるという

ことがわかってきております。 

   次に、学校の取り組みについてお話をさせていただきます。これまでの取り組みとして

は、日常的に学級担任が児童生徒の状況把握に努めるとともに、問題の早期発見のために

ふれあい月間にアンケート調査や個人面談等も実施してきました。ふれあい月間は、６月、

１１月、２月の年３回設定されております。ここで問題を把握した場合には、この状況を

保護者に報告するとともに、養護教諭、あるいは生活指導部等を活用して、個別の聞き取

りや指導を積極的に行ってまいりました。さらに、学級活動や学年集会等の時間の中で全

体指導も行ってきております。 

   問題行動の予防に向けては、先ほどのふれあい月間を中心に、担任からいじめ防止に関

する指導等を行うほか、思いやりや友情をテーマとした道徳の授業を実施してきておると

ころでございます。 

   次に、いじめの相談への対応についてお話しさせていただきます。各学校では、いじめ

相談の窓口として１名以上の教員をいじめ問題担当者として指名しております。また、学

校外の相談窓口としては、秋川と五日市に設置しているあきる野市教育相談所に合わせて

４名の臨床心理士を相談委員として配置しております。いじめ問題を含めたさまざまな相

談を受け付けております。 

   また、東京都いじめ相談ホットライン、２４時間いじめ相談ダイヤルなどの国や都の相

談窓口を各学校の学校だよりや、こちらにございます広報「一房のぶどう」を通じて児童

生徒と、その保護者に紹介をしています。 

   最後に、今後の対応についてでございます。まずは、定期的なアンケート調査を行うだ

けではなく、日常的ないじめの状況把握に努めてまいります。その中で、いじめと認知し

たもの、いじめの疑いのあるものについては、解決に向け保護者と連絡を密にとり合いな

がら組織的に取り組んでまいります。 

   こういった取り組みに対しまして、透明性、信頼性を高め、組織的に対応していくため

に、資料７をごらんください。こちらにあきる野市の公立学校サポートチーム設置要項と

いうのがございますが、学校サポートチームというものがございます。こちらの組織を積

極的に運用していくということを行ってまいります。今後このいじめ問題の件数について
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は、東京都の追跡調査等の予定もございますが、当市としても継続的に対応をしていくと

いうことを今のところ予定しているものでございます。 

   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   ありがとうございました。 

   ここからは、皆さんから自由にご発言いただきながら議論を進めていきたいと思います。 

   何かございますか。 

田野倉委員。 

委員（田野倉美保君） 

   先程、いじめのアンケート調査として結果をもとに聞き取り調査を行ったというお話で

したが、どういった形の聞き取り調査になったのかもう少し詳しく教えてください。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   各学校で、先ほど言った心のアンケートを実施しまして、これ記名式です。学校から上

がってきたものを精査して、場合によっては子供に。 

委員（田野倉美保君） 

   本人に。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   学校から本人に、または校長先生、その個々の案件によって違うんですけれども、そう

いったものを実施して、いじめかどうか、それともいじめかどうか疑われるケースかどう

かといったところを判別して報告していただいたということです。いずれにしても、報告

していただいた後に、市独自にそれぞれの案件がどんな様相でどんな実態で、今後どんな

対応していくのかといったことも把握して、学校へ情報提供していきたいと考えています。 

委員長（古田土暢子君） 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   この記名式の心のアンケート調査というのは、これは市内の小中学生全員に対して行っ

たものですか。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   はい、そうです。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

夏休み中にですか。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   いえ、夏休みに入る前です。 

委員長（古田土暢子君） 

   先月の定例会のころでしたよね。そのころアンケート始めましたという話が。 

教育長（宮林 徹君） 

   これ７月の１９日ごろやってるんですよ。１９日に臨時の校長会やって、そしてすぐ翌

日からやってもらって、２５日までに上げてもらって。その中で、ありますとか、心配な

子については、一人一人に担任がヒアリングしてるんですよ。ここに書いてあるけど、本
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当はどういうことと聞いてね、そして物すごい深刻なのはすぐに対応します。だから、そ

れはできているんです。休み中に。スケジュールからいったらね。それはもうすぐにやり

ますから。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   それで、ちょっと質問なんですけども、例えば学校の先生方にとって、この心のアンケ

ート調査の結果というのは、先生方ご自分がふだん学校で感じていたことと、やっぱりそ

うだったのかということなのか、それともこれ一般的な傾向の話なんですけれど、全くこ

んなことがあるのは気がつかなかったという、その辺の反応は現場の先生方からはあった

んでしょうか。 

指導担当課長（千葉貴樹君） 

   教員がこのアンケート調査を踏まえてどう感じたのかといったところは把握はしており

ませんけれども、想定する範囲内では、やはりといった部分と、それから中々細かい部分

で見えなかったといったところも結構あったのではないかなというふうに思います。多く

の学校では、夏季休業中、２週間ぐらいを使って個別面談等で行っていますので、そうい

った中で今回明らかになった実態については、家庭とそういった情報共有をして新学期に

向けて取り組んでいるといったところも保護者の方にはお話ししております。 

委員長（古田土暢子君） 

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   ありがとうございました。 

   教育長から、先般、来月はこれ考えましょうという話を伺ってから、いろいろ考えてた

んですけれど、何でこういうことになってしまっているのか、その原因というのは、大き

く考えれば社会状況だとか、子供たちの価値観だとか、あるいは自己肯定感が少ない問題

だとか、そういったものと、そこでは絡み合っているのでしょうけれど、私としては、や

はり原則学校に警察が入るというのはよくないことだということは当然思うんですが、し

かし、やはりある局面においては、それも果断に踏み込んでいかないと、解決できない問

題も現に起きてしまっていることは、非常に残念ですけど、これ仕方がないことなんじゃ

ないかなと思います。 

   それと、マスコミにぎわすような、ああいうほとんど暴力というか、犯罪というふうな、

刑事犯罪というような例ももちろんあるんでしょうけれど、それは先ほど申し上げました

とおり、警察も入っていただく、サポートチームのようなことでやっていかなきゃいけな

いんでしょうけれど、もっと深刻なのは、多分小学生なんかでもいろいろそういう話聞く

んですけれど、友達同士でしかとをするだとか、仲間外れにするだとか、口をきいてあげ

ないとか、そういったものが日常的に発生しているんではないかなということがちょっと

心配で、そうなると、多分子供たちの価値観としては、自分がそれやっていることが意味

もよくわからない、あるいはだれでもそういう加害者側になってしまう、加害者になった

り被害者になったりしているんだという話はよく聞くんですけれど、そういう複雑な子供

同士のグループ関係だとか心の動きというのがあるんではないかなと。そうすると、そこ

で気がつくにはどうしたらいいのかなというふうにして思うんですが、先ほどお話しいた
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だいたように、こういったアンケートを直接子供から聞くのももちろんそうでしょうけれ

ど、やはり大変難しいんでしょうけれど、学校としてどこまでアンテナを張れるのかとい

うことが、やはり難しいんですけど、それに気づいていかなきゃいけないんじゃないかな

と思います。そのいいアンテナを築いていくためには、これ多分いろんな問題があるんじ

ゃないかと思いまして、例えば学校、一単位の学校単位それぞれで、校長先生、それから

副校長先生、主幹の先生、主任の先生、いろいろいらっしゃいますけども、あるいはベテ

ランの先生、若い先生がいらっしゃるんでしょうけれども、やはり一番大事なのは、先生

と先生同士の横のつながりといいましょうか、価値観の共有、あるいは問題意識の共有、

それから人間的な信頼感、それと単位学校のトップである校長先生に対する信頼感。です

から、横の関係と、それから縦の関係というのがどのように組織されているのかなという

ところが、やはり大きなアンテナを磨く上では大事なことではないかなというような気が

私はいたします。ですから、組織として、あるいはチームとして問題意識の共有がどれだ

け図れるのか、そしてあの子供たちの関係って、先生おかしくないと、お互いに相談でき

るような関係というのが築かれていると一番いいんではないかなというふうな気がいたし

ます。 

   それと、学校の校長先生にとっては教育委員会という存在がありますので、問題が起き

たときに、学校の中でどうやって解決するか、学校の中で解決するのはどこまでか、それ

と教育委員会にどこまでいったら話を持っていったらいいのか、これ大変難しい関係じゃ

ないかなと推測をします。というのは、問題の選択を誤りますと、問題が起きた保護者と

学校との関係が、下手をすると崩れる。うまく解決すれば学校に対する信頼感がそこで増

すでしょうけれども、そこで失敗すると、特に一番難しい問題は、問題が起きたときに教

育委員会にすぐご相談ということで、それはそれでいいんですけれど、そうすると今度は

保護者からすると、学校としての当事者能力に欠けるんではないかという信頼感を失うこ

ともあり得るんではないかなと。非常に、ですから、その辺の問題が、これといった解決

がつかない問題ではないかなというふうな気がするんですが、とにかく学校の先生方の集

団としての組織が、どういう組織のあり方であるのか。よく思いますけれど、先生方がそ

の学校に毎日通勤するということ、あるいはそこで仕事することに楽しみを覚えるような

集団じゃないと、なかなかこういった子供たちの心の中に分け入っていくような感覚とい

うのは共有できにくいんじゃないかなというふうな気がします。 

   それと、学校サポート体制というのがありますけれど、もう一つ、もっと学校の、それ

ぞれの学校の身近に第三者機関的なものがあったほうがいいんではないかなと。多分この

サポート体制ですと、これ全市の問題になってしまいますので、なかなか小回りがきかな

い部分も出てくるんではないかなという気がしますけれど、もっと学校の身近に存在する

ような第三者機関があったほうがいいのかな。それが苦情受け付け専門となるかどうかは

まだよくわかりませんけれど、少なくとも問題が起きたときに、校長、副校長先生が心理

的負担でつぶされるようなことを防ぐためには、やはりその問題の処理を共有できる、教

員以外の外からの応援体制というのがあったほうがいいんではないかなというふうな気が

いたします。 

   それと、最終的なバックアップは、市の単位では、教育委員会のほうのサポート体制、
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あるいは教育長、あるいは教育委員会となるでしょうから、そこにはやはり法的な問題に

ついての協議ができるような弁護士さんだとか、そういった応援体制というのが、バック

アップ体制というのが必要ではないかなと思います。というのは、カウンセラーも必要で

すし、いいんですけど、やはり最終的には公的な問題はこういうことなんだよということ

をわかりやすく話して、サポートしてくれる法的な専門家も、やはり必要ではないかなと

いうふうな気がします。それから、先ほど申しましたけども、教育長がおっしゃられた、

この重点施策については、やはりもっともっと一般市民に対して浸透を図っていく必要が

あるんじゃないかなという気がしております。 

大ざっぱですけれども、以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   教育長。 

教育長（宮林 徹君） 

   今の山城先生のお話、もっともな話なんだけれども、要は毎日子供が学校に来ていて、

自分のクラスの子供がどういう状況で生活をしているかということを、担任がまず、我が

子ですから、学校における我が子ですから、一人一人がどういう心の状況で学校に来てい

るかということをしっかりとね、見詰めて、感じながら生活している先生であるかどうか

ということが一番なんですよ。今度のようなこういう調査があったときに、知らなかった

というのも中にいるかもしれないね。だけど、それは思っていたとおりの数字だというふ

うに自分がちゃんと知っていれば、そういうものがどんなふうに担任として思ったか知ら

ないけど、あると思う。 

どうも、これいじめのきっかけ、いじめ発見のきっかけは担任が圧倒的に多いんです。

それは、私の目の前にいる子なんだからね。だけど、要はそういう先生であってほしい、

そういう先生でなければだめだというふうに私は思うんです。それは、あきる野市が特別

支援教育を推進しているということは、まさにそういう先生を育てるためにやっているん

です。特別支援が必要な発達障害の子供をどうするということだけじゃなくて、そういう

弱っている子供だとか、何か問題抱えて、ああ苦しんでいる子供や何かに対して、きちっ

と正対できる先生を教育していくという取り組みがしたくて特別支援教育やっているんで

すよ。だから、どの学級の先生もみんなそうだったら早期発見ができるんですよ。子供は

いろんなものを抱えていますから、いじめや何かだってあるだろうけれども、気がつかな

かったなんていうことはないはずなんです。そこでやっているわけで、まず最初にそうい

うことをしっかりしなくちゃいかんだろう。 

   しかし、それでも起こっちゃうというようなことがありますよね。そのときには、いじ

めたやつは絶対許さないと、今度強い姿勢できちっとやらなきゃだめなんです。その基準

があやふやで、そう言っちゃ申しわけないけども、滋賀県の話だとか、広島の話や北海道

の話なんかで、おととしあたりあった話でテレビ出てくる関係者の人たちが、いじめであ

ったかどうか定かでないとかね、いじめられたと言って自殺しているんだから、でもいじ

めとの因果関係は今調査中だけども、よくわかんないなんていうことを言ってたんじゃだ

めなんで、あきる野は、いじめであったかどうかと決めるのは、いじめられている人が決

めるんです。いじめている人が決めるんじゃないんです。だから、いじめられましたと言
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ったら、それはいじめなんだよ。だれにいじめられたと言ったら、あれにいじめられたと

言ったら、そのいじめているやつは許さないんです。徹底的に指導するんですよ。そうい

うきちっとした基準を持っていないと、ぐちゃぐちゃになっちゃうんだから。 

   だから、少なくともあきる野は、いじめられない、あるいはいじめが起こらないような

学校づくりをしっかり特別支援教育を推進する中でやっていって、そしてなおかついじめ

が起こってしまったときには、いじめているやつは絶対許さない。いじめであるかないか

を決めるのは、教育委員会が決めたり、校長が決めたりするんじゃない。私は足を踏まれ

て痛いんですと言ったら痛いんだから、踏んでいる人が痛くねえだろうということはない

んだよ。痛いと言ったら痛いんだから。踏むなと言えばいいわけでしょう。そこの基準が

非常にまだ、あきる野はしっかりしているんです。はっきりしているんです。だから、い

じめなんだよ、これは。調査なんかする必要ねえんだ、いじめられたと言っているんだか

ら、いじめなんだよ。それをまたかえって調査をした結果、何かはっきりしないんですな

んていうことをテレビの前で言っちゃうからね、教育委員会というのは何やっているんだ

という話になるわけですよ。みんなそれだから。 

   私は、そういう点じゃ、そこから先は厳しいんです。で、場合によっては、学校の限界

を超えたときには警察にだって言いますよ。それは、子供を警察に売っちゃうのかって、

そういう話じゃない。それこそ専門家が専門家として、犯罪だから、殺しちゃうんだから

ね。子供が１人死んでしまうときに、その関係をした人が犯罪を起こしているわけだ。犯

罪は、犯罪を起こしている人としての処分が必要なんですよ。これは、未成年であろうが

成人であろうが、ということがとても大事なことだというふうに私は思ってやっているの

で、それは譲らない、一歩も。それでなきゃいじめなんて撲滅できないんですよ。いじめ

るやつは許さない、いじめられている子を責めていかない、第三者で見て見ぬふりをする

人は許さないと。これも加害者だ。でもね、最後はいじめてる、１つのことが終わった後

は、いじめてる側にも何かあるだろう、それは聞いてあげますよ。人を憎むわけじゃない

からね。いじめられている子にだって、どうしてだったのかなと、後になってからはきち

っとフォローはする。やっている最中に、いじめられるほうにも問題があるんだなんて言

いながらいじめ撲滅なんてできないです。というのが考え方なんです。 

   それで、支援体制の話になるんですけどね、いろんな役を持っている人、いろんなバッ

ジを持っている人がそれぞれの学校の地域にいますわね。実は、きょう午前中９時に民生

委員の会の会長がお会いしたいというのでアポをとってあったんで、来られたんですよ。

何かどんな話があるのかなと思っていたら、民生委員の仕事というのは、大人の中にはそ

こそこ民生委員がどんな仕事をするかというのは、割ともうわかってもらっているように

最近なりましたと。最初は何やっているんだかわからないと言われてたんです。だけど、

最近は、民生委員がこんな仕事をしてくれている人なんだというようなことをわかっても

らえるようになったんだけれども、子供たち、小学校の子供たちに民生委員のおじさんや

おばさんは、地域の中でこんな相談にも乗れる人なんだよということを小学校の子供たち

に知ってほしいんだけれども、知ってほしい、どうやってやれば知ってもらえるんでしょ

うかねということの知恵をかしてくれと私のところに来たんです。 

つまり自分たちも、苦しんでいる子や困っている子や、だれにも相談できない、学校の
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先生にも相談できない。だけど、もし何か話ができる、そういうおばさんがいるなら、ち

ゃんとしたバッジを持っている人がいるんだったら、そこへ来てもいいんだよという話も

してあげたいんですけど、だめですかねと言うから、いや、それはまさに学校を支援して

くれる人たちのことなんじゃないかというふうに私は思ったんですけど。 

   そういう方々だって地域の中にはいるんです。そういう人たちも、やっぱり地域にある

重要な指導力だし、支援をしてくれるチームだなというふうに思いますよ。単独で民生委

員だけじゃなくて、ほかの人たちも集まってそこの学校の支援チームをつくっていくとか

ね、そういうこともあるのかなと思ったり、保護司さんなんかだって、既にやっていると

ころあるんですよ。毎週火曜日の午前中学校へ順番で行って、そして不登校の子供や何か

を学校の相談室で面倒見てくれている保護司さんもいるわけだよ。あるわけ、学校なんか

も。これなんかもうずっと前から支援しているわけですよ。そこで相談してあげて、いろ

んな話を聞いて、そうかといって、それで相談室からまたうちへ帰っちゃうんだけど、ま

た来週来るからなといったら、また来週来てね、その保護司さんがいろんなお話をしてく

れている、支援をしてくれている地域もあったりするんです。 

   そんなふうにしながら、ただ学校でまとめてもちろんやっていくわけだけれども、そん

なこともあるんだなというふうに思ったりもしますけれども、どんなふうにそういう苦し

んでいる子供や何かに支援ができるか、先生方も含めて。 

委員長（古田土暢子君） 

   丹治委員。 

委員（丹治 充君） 

   学校をどういう形で支援をしたらいいのかということで先般宿題をいただきましたが、

委員会として、確かにこの事務事業の中にも臨床心理士をふやしたり、相談員をふやした

り、そういう点でも手立ては当然のことながらしていただいている一方で、学校の立場に

立ってみると、なぜこれがいじめなのか理解できていないというような問題なんかもある

んです。だから、今教育長がお話しになったように、足を踏まれて痛いと感じた、それは

踏まれた人間が痛いんだから、それはいじめだよと、いじめというふうに感じたらいじめ

なんですよというようなあたり、これはやはり家庭においてもも、家庭教育の中で、人の

痛みに触れたり、あるいは人を大切にしなきゃならないような、子供との対応を果たして

しているのかどうか。あるいは、地域を眺めたときには、どうもあの子がひとりぼっちで

下校してくる、何か理由があるのかなとか。小学生は集団登校していますから、なぜあの

子だけ後ろから１人でぽつんとついてくるんだろう、学校のほうでちょっと調べてくれな

いかとかなども、地域での見守りでもあると思いますね。 

   あるいは、今度は学校の関係でいけば、今担任のお話があったように、一番身近な、子

供にとって身近な担任、この辺のやはり感性というものは、もっともっと研ぎ澄ましてい

かなきゃならないだろうし、そういった意味では、市のほうで、あるいは校長会のほうで

やっている教員研修が大事ですね、これを充実しないことには、やはり敏感な感性を持つ

教員を育てていくことはできないと思います。本市は学校にしろ家庭にしろ地域にしろ、

大人が手本のあきる野市というスローガンを掲げているのですから、もう一度家庭の役割

だとか、地域の役割だとか、あるいは学校の役割、それぞれが責任を持ちながら、もう一
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度考えていかなければならない。これは、もう振り返り、振り返り、何度でも繰り返しや

っていかない限りはもう一向になくならないんじゃないですかね。様々な場面で人権教育

に取組んでいますが、実際にはいじめ撲滅までつながっていないわけですから、その辺を

大事にした丁寧な取り組みが行われるよう教育委員会では、さらに訴えていくことが、支

援の一つになると思います。 

   それと、きょういただいた資料にサポートチーム関係がございましたよね。学校にはい

ろんな協議会があり、あきる野市の学校評議員というのは、こうした形態なんですが、都

立学校は学校運営連絡協議会だったんですね。あれは性格が明らかに違うので、場合によ

っては本市のほうも連絡協議会的な要素を入れることにより各学校への支援がとり易くな

るかもしれません。って、学校には様々な協力会議があり、きょうは青少健の集まり、き

ょうはサポートチームの集まりとあるわけですが、でもメンバーは大体一緒なんです、学

校から見ると、できるだけ小回りがきくような形で、例えばサポートチームを兼ねる組織

的な運営などは、かなり学校にとっては助け船になるのではないでしょうかね。 

   ですから、青少年健全育成会も中学校区、小学校区、それぞれありますが中学校区につ

いても、ここに出ているメンバーがほとんど入っているんですね、地域、保護者、青少年、

民生児童委員、保護者代表、生活指導主任、駐在さんも入っているんですよ。警察署につ

いては、福生警察、あるいは五日市警察も入っていますし、そういった中で、かなり綿密

な情報交換もされていますから、サポートチームを活用することによって、さらにまた違

った展開が本市のほうではできるんではないだろうかとは思います。青少年の委員さんか

らは、もっと具体的な話をしてくれと。そうすることによって、我々も幾らでも手伝いが

できるんのだがとお話をいただいていました。そういった意味で、地域の力をもっともっ

と活用されたらよろしいんではないか。それが先程教育長がお話になったような、あるい

は山城職務代理がお話しになったような、それらについても今後取組が必要だと思います。 

   以上です。 

委員長（古田土暢子君） 

   サポートチームの具体的なものというのは、今回は話し合いの中には無理でしょうけれ

ども、こういう学校を応援する機関とか協議会がたくさんあるということで、やっぱりそ

れを有意義に、みんな学校を大事に考えてくださっていると思うんですよね。学校のこと

が心配ということで、皆さんそういう気持ちでかかわってくださっているので、いろんな

面でそこをうまく組織化して、横並びじゃなくて一緒の思いができるサポートチームにな

るといいかななんて今思いましたけれども、いかがでしょうか。 

委員（田野倉美保君） 

   大体他の先生方と同じことですがやはりそのようなサポートチームが各学校に１つずつ

あるような形が理想だと思います。そして何か事件が起こってからではなく、定期的に委

員会を開いて、学校の方から今学校ではこういうことが起こっている、こういうことが問

題になっているというのを情報提供してもらう。その代り、サポートチームのメンバーも

全力で学校の方をサポートするような形の体制ができればと思います。もちろん学校の先

生方が中心になるのは当然ですが、親も地域の方々もできることをしていかないとなかな

かいじめをなくしていくのは今の状況だと難しいように思います。 



- 37 - 

 

委員（丹治 充君） 

   あと、もう一点、委員会としてもしかしたら取り組めるんじゃないかというようなこと

で、いわゆる最近のインターネットによるいじめですよね。法改正が検討されるような動

きもあるようですけれども、掲示板などに書かれた人間が、今度は消せるような、その辺

の手だてというか、これなどについても、ＰＴＡなどを全国的に巻き込んだ中で書き込み

については、やはり規制を図るというのは今後必要になってくるんじゃないですかね。で

すから、その運動を、場合によってはあきる野市から起こしたっていいんですよね。 

教育長（宮林 徹君） 

   今どきのいじめの特徴として、１つはネットを使ったいじめが先にあって、そしてその

続きが学校で、見えるところでされているというのが多いんだろうからね。だから、夏休

みだからといって安心じゃなくて、むしろ夏休みのほうが、たった１人の部屋にいじめの

メールが入ってくるわけだから、もっとつらい思いしてるんだよ。学校へ出てきたら友達

がだれかがいるから、そういう点じゃ、やっぱり夏休みは安全じゃなくなっているという、

ネットいじめはね。今主流になっている。それらに対しても本当に法的に規制ができたり

ね、勝手に書かれちゃうんだから、うそでも本当でも。それが一瞬のうちに世界中回っち

ゃうんだから、大げさに言いうと。それ消せないというのがね。 

委員（田野倉美保君） 

   一度ネット上に出てしまうともうすぐにコピーされて、いくらもとを消してもそのコピ

ーしたものがどんどん回っていってしまうようです。本人達は親や教師には言わないので

気が付くのも大変です。私たち大人が知らない間に子供たち同士の中で広がってしまう可

能性は非常にありますよね。 

委員長（古田土暢子君）  

   山城委員。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   いじめが例えばあったとした場合に、それをどう解決してなくしていくかという具体的

な指導をどう展開し、それを展開する学校をどうサポートするかという問題と、それから

やはりもう一つあるのは、心理的に、多分校長先生以下非常に悩まれるのは、苦情受け付

けだろうと思うんですね、いろんな問題に対する。特に精神的に、丹治先生も経験されて

いるでしょうけど、苦情が来た場合に、それに対してどう対応するか、それに対するやは

り役割分担といいましょうか、そういったものがもしできるならばしたほうがいいのかな

というふうな気がします。心理的に参ってしまったら、本当にほかのこともできなくなっ

てしまうので、校長先生以下学校の先生方をサポートする上では、そうしたクレームに対

する対応をどうしたらいいのかということを、やはり具体的に考えていったほうがいいの

かなというような気がいたします。 

   ただ、校長先生がどのようにお考えなのか、あるいは一般の先生方がどのようにお考え

なのか、その辺よくわからないので、大ざっぱな問題提起にしかすぎないんですけれども、

第三者機関的なものがあって、それがちゃんと教育委員会とつながっていて、最悪のとこ

ろまでも見通したバックアップ体制がとれるというようなことがあるだけでも、先生方は

違うんじゃないかなという気がします。とはいえ現場ですから、先ほど申しましたとおり、
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現場でなるべく解決をするようにしていかないと当事者能力が育たない、当時者能力が育

たないと、学校の先生への信頼感が高まっていかないと、非常にジレンマのような問題だ

ろうと思うんです。これ仕方がない、ある意味で仕方がないんじゃないかなというふうな

気がいたします。 

委員長（古田土暢子君）  

   いろいろなお話が今出てまいりましたけれども、教育長のほうからもお話をいただいて

いるんですけれども、ここでまとめるとか、そういうものは無理ですけれども、何か方向

性みたいなものをお話ししていただけたら、いかがでしょうか。 

教育長（宮林 徹君） 

   １つは、学校サポートチームというものがあるんだけれども、具体的に何ができるのか、

もう少し、そこのところへはやっぱりメスを入れて、今ここで話し合われたようなことを

校長会なんかで話をして、そしてやっていくということが１つと、それから先ほどから出

ているように、もっと身近な第三者を、サポートチームとしては弁護士や民生委員さんと

か、保護司さん、警察の方がいるんだけれど、そうじゃなくて、地域の中の本当のサポー

トができるような人たちを校長先生の力量で組織できて、そしてそこと一緒になって何か

やれるということになれば、それもいいかな。そんなことをとにかくしながら、いじめの

問題については、学校がきちっとやるのはもちろん大前提だけど、それだけでは済まない

ものがあるわけですよ。加害者の親の共通点というのがあるんだよ。そんなのは校長じゃ

言えない、そういうのは第三者の機関に言ってもらうとか。 

   サポートチームには、少しもう一回立ちどまって何ができるかやってもらう。これで最

高だということはないんですよね。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   やはり難しいんですけど、家庭の親御さんに対するいろんな対策といったのは、これは

絶対必要ですよね。なかなか難しいんですけど。特に夏休みなんか、あちこち行くと親子

連れにたくさん出会うんですけれども、腹立って帰ります。そういうのにもあきらめちゃ

いけないんですけど。 

教育長（宮林 徹君） 

   あきる野市がいじめの問題について取り組んでいる取り組み方というのは、あした発行

される「一房のぶどう」２６号のここに、いじめについての特集のページがあります。こ

ういうものというのは、新聞折り込みですから、新聞とっている家には必ず入っているん

だけどね、スーパーの折り込みと一緒に入ってきちゃってこのままどこかへ行っちゃうん

だよ、これ。内容は全く違うんだけど、でも、そういう扱いをされるんだけども、私たち

としてみれば、相当な家にこれは行っているはずなんだと思うんですよ。それだけじゃ何

やっているんだと言われるレベルになっちゃうわけでね。やっぱり学校がこのことをどん

どん言っていかないといけないんじゃないかなと思います。 

委員（丹治 充君） 

   例えば今度アンケートの中で、本市の教育情報を、どの程度家庭の方がごらんになって

いるか調べてみてはどうですか。家庭教育の中にどのぐらい浸透しているか。これとって

も大事な視点だと思うんで。 
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委員長職務代理者（山城清邦君） 

   あとは、こういう問題と、学校の道徳の授業がありますね。それは道徳の授業とこれが、

今回アンケートが出ましたから、どう先生方が工夫して道徳の時間を、これと絡み合わせ

て組み立てていくかということがとっても大事だと思うんです。どうも時々授業参観行っ

ていると、単に授業として子供が受けているんじゃないかなというふうな感じにしかとれ

ないときもあるものですから、もっと授業の方法や何かを変えたりしていけば、よりこの

アンケートが必要なアンケートになってくるんじゃないかなという気がします。 

教育長（宮林 徹君） 

   とても大事なことです。だから、今道徳教育なんだよ。だから、今道徳教育をどういう

ふうにするか。というのは、特に命をどう大事にしていくかという、これが大事だと思う

んですよ。やっぱり学校というのはいろんな文化があるわけですよ。いろんな文化がね。

狭い意味の学力もあるしね。だけど、それだけじゃなくて、命を大事にする教育とかね、

豊かな人間性を養っていく、つくっていくために何ができるだとか、そのために部活を一

生懸命やったり、そんなことやっているわけですよ。そういう点では、やっぱり命を大事

にする道徳教育を本当に今していかないといけないんじゃないかと思います。そういう意

味では、秋多中学校がいのちのアサガオなんていうのをやっているけれども、要はそうい

うやっぱり取り組みをしっかりやっていくことが大事なんだろうと思うね。 

   サポートチームなんかを少し揺さぶって、何がサポートできるのよという話をしてくだ

さいよという話をしたりしながら、せっかくある組織だから。 

委員長（古田土暢子君）  

   教育長のお話しのとおり、各学校には、これからはしっかりとまた一段と取り組んでい

ただいて、また事務局はそのサポートをまたしっかりしていただきたいと思います。どう

でしょうか。各学校の取り組み状況については、学校訪問の際に、私たちはご報告いただ

くような形にしていただいて、きょうのお話し合いは、とりあえず皆さんで話し合いした

ことを有意義に取り扱っていただいて、私たちも今後またいろんな角度に向けて考えてい

っていけたらと思います。そんなところでよろしいでしょうか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   ありがとうございました。 

   事務局、よろしいでしょうか。 

   では、そのようにしたいと思います。 

   最後に教育委員報告です。 

   それでは、教育長から報告をお願いいたします。 

教育長（宮林 徹君） 

   もういつものようにあるものですから、これ読んでもらえばよろしいかと思います。 

委員長（古田土暢子君）  

   ほかの教育委員さんのほうはいかがでしょうか。 

委員長職務代理者（山城清邦君） 

   実は、この前とっても貴重な体験させていただいたんで、私の報告の８月２６日のとこ
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ろなんですけれど、立川の砂川地区の青少年健全育成協議会というところが毎年ふれあい

松明祭というのをやっていまして、ことしが第１９回なんです。西砂小学校が会場で、こ

の前主催をしていた方が私の知り合いなものですから、こういうのあるから来ないかとい

うことで行ってまいりました。西砂小と松中小と立川七中の３つの学区のＰＴＡ、それか

らいろんな諸団体が全部西砂小に集まりまして、毎年西砂小と松中小が交代で場所をかえ

てやるらしいんですけれど、民謡の踊りが出るは、太鼓は出るは、それからいろんなお店

が出るは、それ全部大人たちのいろんな団体がお店をやるんですけど、例えば食べ物、焼

きそばなんかもありますし、それから投てきみたいなものもあったりして、子供たちが大

勢来てました。そして、メインがこれ松明祭というんですけど、ちょうど昔砂川地区では

お盆のときに、迎え火、送り火をやるときに、こんな大きなわらの束をつくるんです。そ

こに縄がついていまして、火をつけ、それをぐるぐる大きくまわしていく、ご存じですか。

それが何十とできてまして、希望する人はエントリーしてまわすんですけど、実は、その

わらは、私を呼んでくれた人の畑で、砂川は田んぼがありませんから、麦を子供たちが種

まきから全部育てて、収穫して、そのわらを使ってそろえるんです。１個余ったから山城

さんもやりなさいよと言われて、私もやってみましたけど、大変おもしろい経験で。何を

感じたかといいますと、地区の、その３校の地区の地元の青少健と、それからいろんな諸

団体が本当に一堂に会しての大きなイベントになってるんです。すごいもんだなと思いま

して、パワーといいましょうか、すごいですねと言ったら、砂川は昔の砂川闘争があるか

らねなんて言ってましたけど、そういったやっぱり伝統というのはあの地区にあるのかな

ということで、まさに青少健と、それからいろんな団体、ほかの団体が一堂に会して大き

なイベントをやっていて、すばらしいなと見学して参りました。 

委員長（古田土暢子君） 

   貴重な報告をありがとうございました。 

   ほかの委員さん、よろしいですか。 

《なし》 

委員長（古田土暢子君） 

   ほかにないようですので、教育委員報告は終了いたします。 

   最後に事務局から今後の日程などについてご案内をお願いいたします。 

教育総務課長（佐藤幸広君） 

   それでは、今後の日程についてご案内させていただきます。先ほど委員長からもお話が

ありましたが、９月の教育委員学校訪問でございます。９月は１８日に草花小学校を訪問

する予定となっております。よろしくお願いいたします。 

   次に、次回の９月定例会でございます。９月は２７日の木曜日に開催いたします。 

   以上でございます。 

委員長（古田土暢子君） 

   以上をもちまして、あきる野市教育委員会８月定例会を終了いたします。 

   お疲れさまでした。 

                        閉会宣言   午後４時３３分 

 


